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＜連絡事項＞

· 4/20(金)六角堂祭。利用者様代表：中村与一郎様、船場幸子様、横町浩様

· 部署懇談会の抱負を17日までに所定場所に入力する事。
· 今週から新人のローテーション研修開始予定。
· 4/20（金）13:30～14:00六角堂祭実施予定。当日は13：20までに現地集合する事。雨天の場合は23日（月）へと変更予定。
· 4/20（金）春の会実施予定。

時間・場所：18：00～21：00、八戸プラザホテル１階ブリリアント

＜青明舎登録者様　情報交換＞

· 大久保康弘様～状態は落ち着いている為、服薬の管理は今後も継続して実施していく。土日に

は外出した様子だが、疲労感は無く気分も安定していると話している。現在19：30に就床前薬を服用するとグッスリと眠る事が出来ていると話しているが、帰宅後に何も出来ないまま眠ってしまうとの事。先週の外来にて眠剤を本人の希望にて減薬しており、金曜日には４時間ほどしか眠っていないと報告されている。

· 淡路智恵子様・其田淑子様～グループホームの引っ越しに伴い禁煙を実施している。其田様

からはタバコが吸える施設に行きたいとの訴えが聞かれているが、禁煙への不満を表出する事は無く、禁煙も継続できている。

· 平　　康子様～整形受診の結果、指の骨折は完治しているとの事。痛みはあると話しているが、

動かすよう説明受けており、本人も納得している。

· 松川　順子様～青南病院受診後、来所され近況報告される。二度寝しないよう、朝起きたら、

すぐに洗顔するようにしているため、以前よりは、デイケアへ遅刻することが少なくなったが、まだ、二度寝をすることがあると話す。二度寝したらデイケアを遅刻するという危機感を持つよう本人へ伝えている。

· 下妻　康貴様～火曜日に青明舎の訪問実施。「今週からナイトケアを週2日（月、木）に減ら

した。自由な時間が増えた分、自分で食事を作らなければならないので、栄養面が心配。昨日胸に痛みを感じ、塗り薬を塗ると少し治まった。外来で先生に相談すると様子を見ましょうと言われた。」と話している。

· 繁名　和恵様～4/10青山荘に入所しており、今後はグループホーム入居に向けて生活の訓練

を実施していく。青山荘の入所期間は青明舎の訪問は実施しない。

· 平　　京子様～青南病院受診後に来所している。栄養指導にて以下の2点について指導を受け

たと報告。

①野菜類、きのこ類、海草類を食べるようにする

②塩分の取りすぎに注意するの野菜はゆでて食べる

先週の体重測定では53㎏だったが今日は54.2㎏で、医者から52㎏が丁度良い体重と言われているが、自分では48㎏になりたいと考えているとのこと。食事は、バランスよい食事を心掛けているとのことで、朝（6枚切りの食パン1/2・ゆで卵・ヨーグルト・牛乳）・昼（パン・サラダ・ヨーグルト）・夕（かき揚・うどん）などを摂取しているとのこと。食費代として、月22,000円くらい使用していると話す。冷蔵庫を確認すると野菜を中心にバランス良く購入している様子。現在、アパートの浴室は利用せず、週2回デイケアで入浴しているとのこと。今後、気候が高くなってくるため自宅で入浴したいが、ボイラーの使用方法を忘れたと訴えており、スタッフとボイラーのつけ方を確認している。

通所では昼食時には欠かさずマヨネーズをチューブで持参している。

· 高柳　和子様～水曜日に定期訪問実施。部屋は掃除されていて清潔である。「体調が悪くなっ

たときにリスパダールを服薬するのだが、効くのに１，２時間かかりとてもつらい。先日天気が良かったので２時間半も散歩した。暖かくなってきたので天気の良い日は外出している。デイケアを休みたい時もあるが、行けば楽しいこともあるので余ほど体調が悪くない限りデイケアに行こうと思っている。」等、終始明るい表情で自分から話しを進めている。

· 我満奈津紀様～１７日に諏訪クリニックの担当医とうみねこ教室、中学校の担任教諭で娘につ

いての話し合いがあり、１８日にはうみねこ教室で先生、本人、娘の３者面談があるとのこと。友人（高田マキ様）とのつきあい方についてどうしてよいかわからないと話している。メールも多くて困っていると訴えている。友人なのであれば、自分の思っていることを素直に話してみても良いのではないかと提案すると、考えてみるとのこと。

· 山田　吉夫様～青山荘スタッフと一緒に来所。本人へ青明舎利用理由について確認すると、

初めは、「青山荘スタッフに勧められたから」と話すが、再度質問すると、

①金銭管理の確認（寺に年2回お金を納めないといけないが、生活保護費からやりくり出来るか不安）

②生活状況の確認（1人暮らしの不安はない。が、生活に慣れるまで確認して欲しい。今後、デイケアの利用回数をどうするかは、1人暮らしをして落ち着いてから自分で決める。）

と答える。青山荘スタッフが、本人の食事についても不安があるため、夕食のみ青明舎の食事サービスを利用して欲しいと本人へ話すと、本人了承している。

今後、青明舎の支援とし以下の事で決めている。

①月1回第3日曜日に訪問し、生活状況の確認、また、金銭管理の確認を行う

②毎日、夕食事に食事サービスを提供する

③5月15日以降になっても、本人が日中活動の場所を担当医へ相談出来ない場合は、青明舎主催でケア会議を行う

· 大久保恒夫様～日曜日17：45本人より「昼の薬飲み忘れた。夕食後薬を飲んだばかりだけど、

昼の薬も飲んだ方が良いかな」と電話あり。本日は、昼食後薬を服用せず、受診時、主治医へ忘薬したことを報告するよう伝えている。18：00本人より再度電話あり。残薬を確認したところ、日数と残薬の数があっているため昼食後薬を服用したと思うと報告の電話あり。

· 大久保律子様～日曜日の17：30「シャワー浴びたら、ふらふらする。カラオケにも行って

来たから血圧が上がっているのかな」と話す。横になり安静にして様子をみるよう伝えている。

· 東海林康之様～以前内服を自己調整していたと情報あり、現在は自己調整する事無く服用して

いると話している。又、昼食後薬の服用に声掛けを要する事が度々あり、服薬について様子観察していく。

＜デイケア事例検討＞

繁名　和恵様（48）

【担当医】田名部Dr　　　【担当スタッフ】大谷地

【主病名】統合失調症　【既往歴】なし
【入院歴】①昭和55年2月～同年　　 6月　松平病院

　　　　　②昭和57年3月～昭和63年6月　松平病院

　　　　　③昭和63年7月～平成 3年9月　八戸赤十字病院

　　　　　④平成6年　　 ～平成 8年　　　八戸赤十字病院

⑤平成17年9月～平成18年4月　八戸赤十字病院

入院経緯：生活リズム・食事の乱れ、対人面でのストレスから症状再燃し奇行出現

検討事項

目標の設定、見直し
長期目標
・再発せず単身生活を目指す。（青山荘→グループホーム）

中期目標
①疾病管理が行える。

②規則正しい生活を送る。

③家事動作能力の向上。

短期目標

①不調を感じた際に自己対処が出来る。

②デイケアを休まず利用し、安定した生活リズムを保つ。

③炊事・洗濯・掃除を行える。

④迷惑行為なく、過ごす事が出来る。

治療計画

1 不調の原因や兆しを把握し、不調の予防と対処が行えるよう促す。（不調を感じた際は、まず相談・適切な服薬を行い対応するよう促す。）

2 水分を摂りすぎ不調に至らぬよう、水分摂取状況を確認する。一日2～3ℓ以内で留めるよう促す。

3 些細な不調や私用を理由にデイケアを欠席希望する事が多い為、状況を確認した上で来所可能な様子の場合には来所を促す。

4 負担とならない程度の取り組み方法や頻度を検討し、スケジュール表に沿い実施して頂く。出来ている事は評価する。

5 他者からの苦情の有無を確認し、苦情がある際には自身の言動の振り返りと対策を検討する。

【現症】

· 幻聴・妄想・不定愁訴により自宅へ篭りがち

· 内服に頼る傾向にあり直ぐに頓服を服用

· 食事の偏りや水分摂取量が過多となり体調不良へと繋がっていく

· 単身生活中は近隣からの苦情により退去となり1月にレオパレス入居となっている

· 食事は青明舎の食事サービスを受けているが、自分で好きなものを購入して食べる事が多く、食事の乱れが顕著

【今後の動向】
· 4/10から青山荘に入所し、後々はグループホームの入居を予定

· 生活訓練の為デイケアは週2日利用（水・木）

· 訪問看護は今後も継続して利用していく（週１日・土曜日）

【デイケア利用目的】

· 生活リズムの安定

· 生活管理のスキル向上

· 対人適応力の向上

· 疾病管理

【対応】

· 参加プログラム：栄養指導・SST・日常生活訓練・疾病教室

· 食事と水分の管理を身に付ける

· 自分の思いついた時に周囲の状況を気にせず話し掛けてくる為、周囲に合わせた対応が出来るよう声掛けを行い、自分の訴えを我慢する(待つ)事を身に付けて頂く

· デイケアで行う事については青山荘スタッフとも話し合い、互いの施設にて役割を分けていく

＜利用者様情報＞

· 駒木　洋士様～来所後、今朝の朝食後薬の服用を忘れたと報告されており、昼食後薬も持参

し忘れたと話されている。服薬の必要性を説明して自宅へ戻って頂いている。自宅にて朝食後薬を服用してから昼食後薬を持ってきたと話されている。

· 植村　廣隆様～本人から先週の火曜日に電話連絡あり、先週月曜日に外来にて処方された内服

薬を紛失したと訴え聞かれている。その後内服確認の為自宅へ連絡しているが不通の状態。本日来所された際に内服の確認を行うと、処方薬は自宅にあり服薬は行っていたと報告を受けている。

＜外来情報＞

・田中　一　様～採血実施している。

・菅原　信正様～先週デイケアで携帯電話を落として眠っていた人がいて、プログラム開始後

他者が携帯電話を触ったと騒ぎになっていて不愉快だと話している。又、施設の破損箇所についても自分がスタッフに言っても対応が遅かったのにスタッフ間で話をすると直ぐに対応されることが不愉快と話す。特定のメンバーについても「妄想があるから気を付ける」と話している。スタッフの移動もあり慣れるまで心配との事。今後、祖母が亡くなった際にはデイケアを辞めてうみねこ幸房を利用すると話している。

